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Care Call 説明書 
 

１．概要 

 

家庭における介護用、目で見る呼び出しシステムです。 

ナースコールの機能+αをソフトウェアで実現しました。 

「トイレ」「喉が渇いた」などの呼び出し要件を、８つのボタンに自由に設定できます。 

呼び出し側がボタンを押すと、受け手側のモニターに、要件と呼び出した時刻が表示されます。 

受け手からは呼び出しに対するメッセージを返すことができます。 

ソフトをインストールするだけで、配線等の工事は不要です。ネットワーク上のフォルダが共有できる環境であ

れば、距離に関係なくどこにでも設置できます。 

 

２．呼び出し画面 
 

CareCall がインストールされたタブレットを、ベッド

の柵やサイドテーブルなど、呼び出し側（要介護者）

が容易に画面にタッチができる場所に設置します。 

 

呼び出し側は、項目にタッチするだけで、呼び出し

が完了します。 

 

 

 

 

 

３．一覧画面 

 

呼び出し側（要介護者）がボタンをタッチすると、 

対応側（介護者）の画面には、リクエスト（呼び出し

内容）と呼び出し時刻が表示されます。 

新たな呼び出しがあれば、メロディーが流れます。 

呼び出し側からは、メッセージへの返信（返事）が

できます。 

 

完了ボタンで呼び出しがクリアされます。 
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４．メイン画面 

 

①機能選択 

「Call（呼び出し）」画面と 

「Board（一覧）」画面を切り替えます。 

 

②設定 

設定画面を開きます。各種設定をおこないます。 

 

③認証 

製品版の認証をおこないます。 

 

５．設定画面 
 

使用する前に以下を設定してください。 

 

①データフォルダ 

呼び出しデータをやり取りするための共有フォルダ

を指定します。参照ボタンからフォルダを指定してく

ださい。 

※フォルダ共有の方法はGoogle 等で検索してくだ

さい。 

呼び出し側・一覧側、双方のタブレットまたはPCで、

同じフォルダを指定してください。 

 

②表示を更新する間隔 

画面を更新する間隔を秒単位で指定してください。 

 

 

③リクエスト 

呼び出しの内容を入力してください。 

任意の名称を設定できます。 

 

④返事 

対応側からの返事の内容を入力してください。 

 

⑤新規呼び出し時に背景色をつける時間 

呼び出し後の指定の時間の間、一覧表の背景色を変更します。 

 

以上 


